
人文知無用の時代にきらりと光る一冊 

 
 漫画はめったに買っては読まないが、書店に高く積み上げられていた写真の漫画を買

って読んだ。吉野源三郎さんの原作はかなり前に読んだことはあるが、こうして漫画で

「再会」できるとは。姜尚中さんが『AERA』2 月 12 日号で、

標題タイトルで本書を取り上げていた。示唆に富むことが多い

ので紹介しておきたい。 

 

 ベストセラーには時折、おやっと思うような作者の作品がリ

バイバルし、ブレークすることがあります。今回の吉野源三郎

氏の『漫画 君たちはどう生きるか』（漫画・羽賀翔一）はその

典型で、発売から 5 カ月で 135 万部を突破しました。それに伴

い原作の岩波文庫版なども版を重ね、累計で 200 万部に迫る勢

いだそうです。この出版不況の中で約 200 万部というのは、想

像を絶する出来事です。私が 10 年前に出版した『悩む力』は 100 万部を超えるヒット

となりましたが、当時は狐につままれたような気分でした。ベストセラーは、時代の皮

膚呼吸のようなものとの相性があるようです。 

驚くべきは、世界中で反知性主義のうねりが見られる時代に、教養の見本のような本

書がベストセラーになっているということです。トランプ現象をはじめ、白黒をつけた

がるぶっきらぼうな言葉が氾濫する昨今、本書の啓蒙的なヒューマニズムは鼻でせせら

嗤われる冷笑の的のはずです。それでもヒットした背景には、戦後の日本が目指した「経

済成長への脅迫観念に突き動かされた先の豊かさ」に対する懐疑の念があるのかもしれ

ません。もしかすると、これまでとは違った生き方や理想があるのではという思いが、

悩みながらも自分の頭で考え抜こうとする主人公のコペル君の思いとダブっているの

だと思います。 

私も大学で教養を教えていますが、何が一番大事かというと、ものの見方や感じ方の

尺度となる価値の問題です。人間の価値をどこに置くかで世界の見方が変わってきます

し、その価値観をずらした時に、自分でも思ってもみなかったことが見えてきたりする

ものです。 

今の時代は文系の知識無用論が跋扈しています。ここで無用とされているのは、言語

やシンボル、記号などで表される見えない価値を扱う学問（知）です。そうした解答が

決まっていないものを考え続けるところにこそ価値があると、本書は説いているのです。

今の時代は、短期間で実績を出せない人間には価値がないとされているような生きにく

い世の中です。だからこそ本書のような古典に、新たな光が当てられているのではない

でしょうか。 

(2018 年 2月 16日) 


